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ス ピ ン ド ル の 回 転 数 は20 rpm、30 rpm、40 rpm、50 rpm、60 rpm、75 rpm、100 rpm、
120 rpm、150 rpm、175 rpm、200 rpm（本研究におけるシステムでは、それぞれ、ずり速度
18.6 s-1、27.9 s-1、37.2 s-1、46.5 s-1 、55.8 s-1 、69.8 s-1、93.0 s-1、112 s-1、140 s-1、163 s-1、
186 s-1に相当）とし、粘度測定時のトルク値が10～100％の間で得られた粘度（ｍPa・s）を有
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き、その数値は約17.5 mPa・s前後のほぼ一定な粘度であった。37℃ではスピンドル回転数50
～200 rpmの範囲で測定値が得られ、その数値は約9.5 mPa・s前後のほぼ一定な粘度であった。














図 1 で用いた数値を、両軸対数グラフに再プロットした結果を図 2 に示す。
すべての試料において本研究で測定したずり速度の範囲では、粘度の数値がX軸に水平な直
線状を示した。試料Ｃを37℃にて測定した際、やや右肩下がりの傾向がみられたが、試料Ｃの
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